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年 報

令和6年11月5日 五稜会病院の正面

医療法人社団 五稜会病院
令和6年は新型コロナ5年目、行動制限が解除されて1年が経った年でした。



令和６年度 年報報告

令和6年の五稜会病院はどんな年だったでしょうか。

令和6年は、新型コロナCOVID-19の世界的流行が始まって5年目を迎えました。令和 5 年 5

月に新型コロナウイルス感染症が、「5 類感染症」になったことで、コロナ禍以前のような経

済活動を再開でき、感染してしまった際にもかかりつけ医など一般の診療施設で受診できる

ようになりました。学会、研究会も対面形式に戻ってきたり、観光客も増えてコロナ禍以前

の水準になってきました。巷ではノーマスク姿が多くなってきたのですが、病院ではまだま

だノーマスクというわけにはいきません。一体何時になったら、マスクのない病院、日々の

生活になるのでしょうか。

令和 6 年度は、 33 名の新人職員が入職しました。伊東新一、伊藤希、小松朱里、紙西

貴明、川名弘恵、川上奈央、十二法歌、斎藤美智子、斉藤美幸、豊木雄太、新出華子、

野村萌衣、十良澤太平、北守泰知、長谷田百香、滝ヶ平萌、辻和来、鍋田彩菜、田辺瑠

々、片山斗真、小川充恵、浮田榮一、中島菜那子、佐藤あゆみ、今西紗緒里、佐藤彩華、

原田 瞳、板垣 登志代、津田薫、奥田彩、扇谷麻紀、中島弥哉子、中村 渚、阿部晋

也、遠山可菜、山本浩の面々です。それぞれの部署で活躍していると思います。令和 6 年 12

月の忘年会で新人の紹介がありました。

今年も、学会、研究会にもたくさん参加しました。3 月の名古屋で開催された日本うつ病

ﾘﾜｰｸ協会の学会、7 月に仙台で開催された日本精神科医学会、11 月の千葉での日本ストレ

スケア病棟研究会に参加しました。やはり、現地で直に話しを聞くと今後の診療のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ

にもつながります。令和 5 年 3 月に創設した「精神科教育動画（GMCPLM)ライブラリー」

は、50コンテンツになりました。この動画は、一般の人や医療者向けに、精神科医療全

般にわたって知識を深めてもらい、少しでも、精神科医療についての理解が深まって頂

けたらとの思いで開始したものです。チャンネル登録者数も徐々に増えています。一般

向けというよりは、精神科専門職向けの内容です。これを覧れば、短時間で学ぶことが

できます。職員の教育や学生向けにも大変良い教材になっていると思います。

また、論文では、令和6年度の日本精神科病院協会雑誌の特集に中島公博が4編の寄稿

をしました。日精協の1200余りの全国の会員病院に配布されており、五稜会病院の名前

が広く知れ渡っています。

令和6年度の忘年会は、昨年に続き対面で実施できました。職員も増えて賑やかな会

となりました。令和6年度の理事長賞は、「児童思春期支援指導加算算定」を積極的に

行った児童思春期チームを代表して柵山るみ外来主任に贈呈しました。

精神科病院を取り巻く医療情勢は厳しいものがあります。北海道内では、精神科病院

の倒産が2件ありました。「ひとに優しい」五稜会病院が、今後も長く地域の精神科医

療を担うことが出来るように日々切磋琢磨したいと思います。令和6年の年報が今後の

病院の診療や業務に何らかの役に立つことを祈念致します。

令和7年5月5日

理事長・院長 中島公博



診療実績

１ 年度別新規患者数・入院者数

令和 6 年度の新規患者数は 1405 人で、令和 4 年度 1544 人、令和 5 年度 1473 人よりも

少なくなりました。例年 1400 人台で推移しています。新規患者数が、1000 人 /年を超えたの

は、平成 15 年にストレスケア思春期病棟を開設した年でした。平成 18 年～ 23 年は、1800

人 /年に増加し、丁寧な診察が出来ないことから、新患は、平成 25 年 6 月から予約制にし

ています。外来の患者案内は病院では珍しいコンシェルジュが行っています。入院者数は、

724 人と 700 人を越えたのは令和 2 年以来でした。

２ 令和5年度の月別初診・ 新規患者数・平均在院日数等

病床利用率は95｡7％、平均在院日数は、94.2日と100日を切る。時間外受診は168人であ

るが、時間外の電話相談をしているために少ない。1日の外来者数は、デイケア通所者を

含めて250人にのぼる。児童思春期支援指導加算等の児童・思春期関連の算定数は多い。



入院・退院患者統計

１ 年度別入院者・ 退院者数

平成 16 年度の急性期病棟運用時からは入院退院ともに 600 人台であった。令和 6 年度は、

入院 724 人、退院 719 人とともに 700 人台になった。

２ 性別・ 年齢・病棟・診断別入院者数

性別では女性が 7 割近くを占める。入院

者の年齢は 12 歳～ 82 歳、平均年齢 36.9 歳

である。年齢層は、最大が 20 歳代で 1/4 弱、

10、30、40 代がそれぞれ 2 割弱を占める。10

歳代は 118 人 （ 16.3 ％ ）と例年同様である。30

歳代までで約 6 割、50 歳代で約 9 割を占め

ている。70 歳以上は 33 人 （ 4.6%）であった。

診断別では、F2 （統合失調症圏） 142 人

（ 19.6 ％ ）、F3 (気分障害） 233 人（ 32.2 ％）、

F4 （神経症圏） 199 人（ 27.5 ％ ）が多い。2 病

棟 （急性期病棟 ）では F2 が多く、 5 病棟 （ス

トレスケア・思春期病棟）では F3、F4 が多い。

F0 （認知症、器質性精神障害等）は、6 人と

少ない。F8 （発達障害 ） 35 人、F9 （行為及

び情緒の障害、ADHD ） 32 人と多いのは 10

代の患者が多いためである。入院形態では、

任意入院が 592 人 （ 81.8 ％ ）で、急性期病棟

でも、6 割が任意入院である。鑑定入院は 8

人、このうち医療観察法 1 人であった。



３ 入院回数

初回入院が 312 人 (45.1 ％ )と 5 割弱であ

る。2 回目が 130 人 (18.0%)、 3 回が 71 人 (9.8

％ )、6 回以上の入院者は 132 人 (18.28%)。

４ 年代別診断分布

年代別の診断分布を示す。20 歳代から 50

歳代にわたって、F2(統合失調症圏）、F3 （気

分障害 ）、F4 （神経症圏 ）が多い。最も多い

のは 20 歳代の F4 である。次いで、50 歳代 F3

の 45 人、10 歳代 F4 の 41 人 30 歳代 F3 の 39

人、40 歳代の F3 で 35 人と続く。10 歳代の F8

（発達障害 ）、F9 （行為及び情緒の混合性障

害）も併せて 41 人と多い。

5 病棟別診断分布

2 病棟は、F2 が 114 人と多いが、F3、F4

も多い。5 病棟は、F2 は 12 人と少なく、病

棟の特徴を生かし、F3 が 130 人、F4 が 123

人と多くを占める。1 病棟（開放療養病棟）、3

病棟 （閉鎖療養病棟 ）は、再入院者が入院し

ている。 1 病棟では、睡眠障害の診断目的

の PSG での入院者がいる。

6 紹介元病院・ ｸﾘﾆｯｸ(敬称略）

紹介元の病院、ｸﾘﾆｯｸを表に示す。

724 人の入院のうち半数は紹介患者

である。ｽﾄﾚｽｶすすきの ｸﾘﾆｯｸからの

紹介が多い。次いで、札幌東徳洲

会から 9 人、このうち 8 人は 2 病棟

（急性期 ）での入院である。こころ ﾒﾝ

ﾀﾙｸﾘﾆｯｸからは、令和 6 年度は 7 で

あった。ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸからは、三浦ﾒﾝ

ﾀﾙｸﾘｯｸ、こころと発達ｸﾘﾆｯｸえるむ

の木、ことのは ﾒﾝﾀﾙｸﾘｯｸ、とも ﾒﾝﾀﾙ

ｸﾘｯｸ、しもで ﾒﾀﾙｸﾘｯｸ、札幌面、札

幌光星ｽﾄﾚｽｶｸﾘﾆｯｸが多かった。い

ずれも、五稜会病院と病診連携を

行っている医療機関である。ご紹介

いただいたことに、改めて感謝申し

上げます。



退院患者

1 年齢・ 年代別・ 性別退院患者数

年齢は 12 歳～ 83 歳、平均年齢 36.8 歳で

前年同様。年代別では 10 歳代～ 40 歳代が

多く、この年代で 3/4 を占める。10 歳代は 131

人 (18.2%)と前年並である。 70 歳以上は 26

人（ 3.7%）と前年度の 40 人よりも少ない。80

歳代は 4 人のみである。女性が 2/3 を占め

る。全ての年代において女性の比率が高い

が、年代別では 10 歳～ 20 歳代での女性比

率が高い。

2 入院期間

1 ～ 7,385 （ 20 年 ）日、平均 111.4 日である。

最長例は長期療養のために他の精神科病院

に転院した。期間別では 1 ヶ月未満が 211

人 （ 29.3 ％ ）、1 ヶ月以上 2 ヶ月未満が 189

人 （ 26.3 ％ ）、2 ヶ月以上 3 ヶ月未満が 210

人（ 29.2 ％）である。3 ヶ月未満の退院が 84.8

％、6 ヶ月未満が 1.8 ％、1 年未満が 96.9 ％

である。1 年以上は 22 人。5 年以上の 2 人

がグループホームへと退院した。

3 退院時診断

F3 （気分障害）が 226 人 (31.4 ％）人と最多

で、次いで F4 （神経症圏） 200 人 (27.8 ％ ）、F2

（統合失調症圏）が 140 人 （ 19.5 ％ ）となって

いる。F8 （発達障害）は 40人、F9 （行為及び情緒

の混合性の障害・注意欠如多動性障害）は 39 人と

多い。F5 （摂食障害・睡眠障害等）は 13 人、F1

（ｱﾙｺｰﾙ依存症等）は 27 人、F6 （ ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ障

害） 5 人であった。

4 入院および退院した病棟

5 病棟からの退院が 299 人、そのうち 2 病

棟入院後に 5 病棟に転棟して退院したのは、

4 人であった。5 病棟が急性期算定であり、

2 病棟からの転棟が少なくなったためであ

る。 5 病棟入院後に他の病棟から退院した

のは 18 人、2 病棟に入院し 1 病棟の開放病

棟転に転棟後の退院が 59 人、3 病棟に転棟

後の退院が 33 人であった。



5 退院者の退院時・入院時の入院形態

退院時の入院形態は任意入院が 673 人

（ 93.6 ％）と大多数である。40 人（ 5.6 ％ ）が

医療保護入院の退院で、2 病棟から 28 人、3

病棟から 11 人が退院している。入院時に任

意入院で入ったが医療保護入院で退院した

のが 7 人いた。 128 人の医療保護入院者の

うち 95 人が任意入院で退院した。緊急措置

入院の 3 人は退院時は任意入院で退院して

いる。

6 長期入院の退院者

3 年以上の入院期間で退院した 13 人の内訳を示す。5 年以上 6 人、10 年以上は 1 人で

長期療養のために他の精神科病院への退院である。診断別では、全例が F2 である。身体

合併症治療で総合病院に転院した 3 人は当院に再入院している。5 年以上入院者の 2 名が

グループホームに退院した。これにより、精神科地域移行実施加算 (20 点 ）が算定出来てい

る。この加算は、精神障害者の地域移行支援に係る取組を計画的に進めることにより、当

該保険医療機関における入院期間５年を超える入院患者のうち、1 年間に５％以上の患者

（退院後３月以内に再入院した患者を除く。）が退院した実績がある場合に、１年間算定で

きるものである。



令和 6 年度 退院時満足度調査

１ 対象

令 6 年 1 月～ 12 月までの退院者 719

人中、退院時に満足度調査の回答が得

られた 463 人 (64.4%)を対象に分析を行っ

た。回収率の目標は 80%である。1 病棟、5

病棟の回収率が低い。

対象者の基礎データ 463 人

年齢 12 歳～ 82 歳 （平均 36.1 歳 ）

性別 男 = 133 人 (28 .7 ％ )

女 = 330 人 (71 .3 ％ )

入院期間 2 ～ 1,630 日 平均 86.9 日

3 ヶ月未満の入院期間が 84.7%、

6 ヶ月未満 91.6 ％、 1 年未満 97.6 ％。

入院回数 1 ～ 27 回 （平均 3.1 回 ）

診断別・入院形態

F3 （気分障害圏 ）が最多の 34.3 ％を占

める。次いで、F4 （神経症圏） 26.1 ％、F2

（統合失調症圏 ） 19.7 ％の順である。

入院時の入院形態は 94.8 ％が任意入

院で医療保護入院は 5.2 ％である。

２ 方法

１．入院治療についての全体的満足度

CSQ-8J (Client Satisfaction Questionnaire)

２．入院時、入院中の治療に対する説明

３．医師・看護婦などのｽﾀｯﾌに対する評価

４．入院生活の快適さ

５．家族の評価等の調査を行っている。

3 結果（次ページの表）

全体的満足度は 86.5 ％、家族では 92.2

％で、 9 割近くの方が満足であったと回答してくれている。ただし、不満足な方は満足度調査

に協力してくれない場合もあるかもしれない。効果的な対処を学べたかが一番評価が高くて

93.9 ％であった。これは、毎回高い値である。ストレス対処の仕方などカウンセリングや集団

療法が奏功していると思われた。一方、低い項目は、入院生活の快適さ 61.4 ％、緑の多さ 57.7

％であった。五稜会病院は郊外に位置しており、緑は多いはずであるが、街中の病院ではど

うなのか興味がある。



全体満足"1"とつけた患者さん

13 人の患者さんが全体満足度を「良くない」としているが、家族の満足度は高い場合もあ
る。5 人が 2 病棟（急性期）と 5 病棟（ストレスケア・思春期病棟）からの退院者である。入院者
である。 3 病棟 （開放療養病棟 ）では 3 人が良くないと回答した。不満に思いながらも外来は

当院に通院している患者もいる。なるべく満足度を上げたい。



臨床治験について

治験とは国から薬として承認を受けるために行う臨床試験のことです。

治験では、新しく開発された薬の人での有効性（効き目）や安全性（副作用）などを確認しま

す。現在、世界中で数多くの薬が使われていますが未だに有効な治療薬がない病気も多く

あります。これらの病気に対しては効果のある新しい薬の開発が必要です。そのため世界

中で新しい医薬品の開発を目指して治験が行われてます。当院では積極的に治験に取り

組み、新たな薬剤開発に協力しています。

治験審査委員会（IRB)は毎月第3金曜日に開催し、治験内容について審議しています。

IRB審議内容 毎月行っていますが、12 月実施分を掲載致します。



司法精神医学 令和 6 年度

令和6年度の司法精神医学関係の実績です。平成22年の刑事事件の本鑑定開始以来、

平成23年には4件、平成24年は2件の実施でした。平成26年度は、新病棟完成で個室が

増えたことから本鑑定入院も増加し、12件でした。令和3年度は、本鑑定2件、医療観察法

鑑定1件、簡易鑑定は20件と最多でした。令和4年度は、本鑑定4件、医療観察法鑑定な

し、簡易鑑定は13件でした。令和5年度は、本鑑定2件、医療観察法鑑定1件、簡易鑑定2

件と減りました。令和5年に嶋岡修平診療部長が、医療観察法の研修を受け、新たに鑑定

医として登録されました。令和6年度は、嶋岡修平が本鑑定業務を開始して3件、医療観察

法鑑定1件を実施しました。中島公博は、本鑑定4件、裁判官から直々に依頼された医療観

察法入院者の鑑定を1件、簡易鑑定を7件を行いました。

医療観察法審判の参与員として今井佐千子MHSWが関っています。平成28年度から、

医療観察法の指定通院医療機関として計5名の患者の診療を行っています。

令和4年4月に北海道では初の医療観察法指定入院医療機関である北海道大学付属病

院司法精神医療センターが開設されました。令和6年度も同センターの倫理委員会の委員

として、中島公博と今井佐千子MHSWが担当しました。

本鑑定入院、簡易鑑定は、医療の質の向上にも寄与し、何よりも社会貢献になっています。



令和6年度 倫理委員会

委員： 中島公博・吉野賀寿美・古瀬諒二・田中倉一 計 4 名 他ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ

以下の日程（全体ミーティングの場）で開催された。



学会・研究会発表 令和6年度

令和6年度も各種学会・研究会において、たくさん発表しました。令和4年まではコロナ

の関係でWeb講演・研修会が多かったですが、対面での学会となっています。日精協の

学会は、仙台で開催されました。令和6年6月には、札幌市において第120回日本精神神

経学会が、札幌医科大学河西千秋教授のもと盛大に開催されました。中島公博は、札幌

花園病院の松原良次先生とともに副会長職を務めました。



講演・講義



論文発表 令和 6 年度

令和5年度の学会誌、医学雑誌ならびに雑誌に掲載された当院関連の論文、記事は以

下の通りです。論文は大きな業績になりますので、チャレンジして下さい。



心理・医局勉強会

毎月、第 2、第 4 木曜日の 8 時半から医局で開催しています。医師と心理士です。どなたで

も参加できますので、興味のある方はどうぞ。あまり、臨床的にとらわれず、現時点で役に

立たないようなことでも精神科に多少関係があれば、演者の興味・趣味に任せています。



薬理勉強会
製薬会社がスポンサーになってくれて、薬剤に関する勉強会です。医局で不定期に開催しています。



歴代理事長賞



令和6年度は平成19年からのプロジェクトX＋18年として、

以下を行いました。

1．新外来・新棟運用10年目、多目的ホールの積極的運用

2．ストレスケア思春期病棟病棟、急性期病棟医師加算算定となる（令和5年2月）

3．急性期病棟スーパー救急に準じた運用継続（急性期病棟医師加算算定）

★クロザピン使用 6例/年

4．五稜会病院精神科教育ライブラリｰ継続（令和5年3月創設）

5．治験業務推進（新薬創出への貢献） 統合失調症・うつ病

6．司法精神医学（本鑑定入院・簡易鑑定・医療観察法鑑定入院・指定通院）

6．各種学会・研究会・研修会・勉強会参加（Web講演会・講習会）

7．入院者訪問支援事業の受入れ

令和6年5月5日 発行

編集責任者 中島公博

非売品 部数限定

令和6年の年報が完成しました。令和6年は、令和5年4月の診療報酬改定

と改正精神保健福祉法の施行があったのに比べて、端境期で大きな出来事

がなかったような気がします。4月からの改正精神保健福祉法では精神科

病院職員が患者虐待を行った場合の通報義務と入院者訪問支援事業の開始

がありました。中島は、日精協では虐待防止についての第一人者ですので、

東京都を始めとして虐待防止研修会の講師を務めました。入院者訪問支援

では、札幌市の説明会において権利擁護についての講師を務めました。最

新の精神科施策については、日々病院内で情報共有をしていますので、通

達が来ても慌てることなく対応は出来ています。これは稜会病院の強みで

もあると思います。精神科病院を取り巻く環境も厳しくなっております。

令和7年はどんな年になるのか。日々、切磋琢磨です。

年報の執筆にあたった皆様、そして職員全員にお疲れ様ですと申し上げます。

中島公博

編集後記




